
沿
岸
部
を
中
心
に
宮
城
の
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
２
年
半
以
上
が
経

過
し
た
。
宮
城
の
県
土
復
興
を
本

格
化
し
、
県
民
の
生
活
を
安
定
さ

せ
る
に
は
、
産
業
が
力
強
く
先
導

す
る
役
割
が
重
み
を
増
す
。
復
興

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
だ
け
の
活
力

を
宮
城
の
産
業
は
秘
め
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
こ
の
特
集
で
は
、
宮
城

の
産
業
が
蓄
え
て
き
た
底
力
を
検

証
し
て
い
く
。
３
回
続
き
の
第
１

部
は
「
現
状
ル
ポ
」
編
。
県
庁
の

若
手
職
員
が
現
場
に
出
向
き
、
企

業
や
団
体
の
現
況
を
ル
ポ
す
る
と

と
も
に
課
題
を
掘
り
下
げ
る
。
そ

の
１
回
目
は
、
第
２
次
産
業
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ア
ル
プ
ス
電
気

（
本
社
東
京
）の
工
場
を
訪
ね
た
。

新技術の開発拠点であるとともに、電子化が進む車載部品などを主力製品として生産して

いるアルプス電気の古川工場

製造業界の今後などについ

て話すアルプス電気の天岸

取締役技術本部長

世
界
視
野

知
力
で
勝
負

近
未
来
の
車
内
空
間
を
想

像
さ
せ
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
（
運

転
席
）
の
座
席
に
座
り
、
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
た
。
画
面
が

起
動
し
、
運
転
手
の
脈
拍
と

今
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
映

し
出
さ
れ
る
。「
体
調
良
好
」

「
運
転
に
支
障
な
し
」
。
続

け
て
、
目
的
地
ま
で
の
ル
ー

ト
に
関
し
て「
案
内
す
る
か
」

と
い
う
選
択
肢
の
表
示
。
運

転
手
の
脇
に
据
え
付
け
ら
れ

た
黒
い
球
体
に
手
を
か
ざ
す

と
、
画
面
が
切
り
替
わ
っ
て

音
楽
が
再
生
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｆ
で
は
な
い
。
宮
城
県

を
開
発
拠
点
と
位
置
付
け
る

ア
ル
プ
ス
電
気
の
古
川
工
場

（
大
崎
市
）
で
開
発
が
進
む

次
世
代
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
姿

だ
。「

今
ま
で
は
人
が
機
械
に

合
わ
せ
て
動
い
て
い
た
。
こ

れ
か
ら
は
機
械
が
人
に
合
わ

せ
て
動
く
社
会
に
な
る
」
と

開
発
担
当
者
。
民
生
品
の
開

発
経
験
で
培
っ
た
人
と
機
械

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
こ

だ
わ
り
と
技
術
。
こ
れ
を
一

層
進
化
さ
せ
、
人
が
直
感
的

に
操
作
で
き
る
ク
ル
マ
の
開

発
を
目
指
し
て
い
る
。

近
年
、
電
子
化
が
進
む
車

載
部
品
の
売
り
上
げ
が
全
体

の

％
を
超
え
て
い
る
。
自

動
車
関
連
企
業
の
集
積
が
進

む
宮
城
県
内
に
あ
っ
て
、
ア

ル
プ
ス
電
気
は
、
１
９
６
０

年
代
か
ら
県
内
の
製
造
業
を

け
ん
引
す
る
企
業
だ
。

同
じ
大
崎
市
に
立
地
す
る

北
原
工
場
で
は
、
金
型
を
ミ

ク
ロ
ン
単
位
の
精
度
で
設
計

・
製
造
し
て
い
る
。
技
術
革

新
が
加
速
し
、
部
品
の
精
密

化
と
微
細
化
が
進
む
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
。
金
型
を

世
界
一
早
く
造
る
た
め
に
３

次
元
Ｃ
Ｇ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
駆
使
し
、
金
型
の
一

発
完
動
（
一
発
で
完
全
に
動

く
）
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。

今
後
の
製
造
業
界
に
つ
い

て
「
国
内
市
場
は
既
に
成
熟

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
を
相
手

に
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
。
企
業
活
動
を
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
国
内
の
も
の
づ

く
り
の
現
場
を
知
的
産
業
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

と
は
、
新
規
＆
民
生
モ
ジ
ュ

ー
ル
事
業
を
統
括
す
る
天
岸

義
忠
取
締
役
技
術
本
部
長

だ
。こ

う
し
た
思
い
か
ら
、
技

能
の
伝
承
と
人
材
の
育
成
を

推
進
す
る
た
め
に
、
北
原
工

場
敷
地
内
に
「
も
の
づ
く
り

研
修
所
」
を
設
置
し
た
。
国

内
外
の
社
員
の
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
協
力
企
業
や
学
校
教

員
の
研
修
受
け
入
れ
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
内
の
産
学
官

連
携
な
ど
に
も
積
極
的
で
、

大
崎
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
街
づ

く
り
へ
の
参
画
や
、
自
社
の

セ
ン
サ
ー
技
術
を
用
い
た
地

域
農
家
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
も

提
案
し
て
い
る
。

「
地
域
と
の
連
携
を
進
め

る
上
で
、
行
政
に
は
ど
う
い

っ
た
役
割
を
期
待
す
る
か
」

と
い
う
問
い
掛
け
に
、
天
岸

取
締
役
は
「
と
も
に
特
徴
あ

る
人
材
育
成
を
し
て
い
き
た

い
」
と
き
っ
ぱ
り
。
「
も
の

づ
く
り
を
支
え
る
の
は
現
場

の
人
間
」
と
の
確
固
た
る
思

い
が
あ
る
。

震
災
当
時
も
、
生
産
の
復

旧
よ
り
従
業
員
の
安
否
確
認

と
支
援
物
資
の
調
達
を
第
一

に
優
先
。
現
地
に
即
断
即
決

の
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
結

果
、
復
旧
が
迅
速
に
進
み
、

顧
客
、
取
引
先
な
ど
各
社
か

ら
驚
き
と
感
謝
を
も
っ
て
迎

え
ら
れ
た
。
震
災
を
乗
り
越

え
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も

周
囲
と
の
関
係
が
良
く
な
っ

た
と
い
う
。

ま
だ
ま
だ
復
旧
・
復
興
の

途
上
。
「
宮
城
県
に
は
、
県

民
の
生
活
再
建
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

社
員
は
、
会
社
へ
来
れ
ば
普

通
の
表
情
で
働
く
。
だ
が
仮

設
住
宅
か
ら
通
勤
す
る
社
員

な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
震
災
前

の
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
た
わ

け
で
は
な
い
」と
強
調
す
る
。

マ
ク
ロ
な
経
済
指
標
の
数

字
を
み
る
と
「
景
気
は
緩
や

か
な
回
復
傾
向
」
な
ど
と
さ

れ
る
が
、
そ
れ
を
支
え
る
の

は
現
場
の
一
人
一
人
。
製
造

業
の
プ
ロ
か
ら
、
「
人
は
石

垣
」の
精
神
を
学
ん
だ
。（
宮

城
県
情
報
産
業
振
興
室
主
事

・
大
宮
由
貴
）

将来支える人材を育成
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
熱
心
に
取
材
す
る
宮
城
県
職
員
の

大
宮
由
貴
さ
ん
（
左
）
と
本
圖
雅
也
さ
ん

「
地
産
地
消
」
。
ア
ル
プ

ス
電
気
の
天
岸
義
忠
取
締
役

技
術
本
部
長
の
こ
の
言
葉
が

印
象
的
だ
っ
た
。

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、

国
内
の
需
要
は
縮
小
し
て
い

る
。
対
し
て
、
海
外
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
拡
大
の
勢
い
は
め
ざ

ま
し
い
。
こ
の
よ
う
な
環
境

の
中
、
「
地
産
地
消
」
、
つ

ま
り
国
内
の
企
業
が
製
造
拠

点
を
消
費
地
で
あ
る
海
外
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
は
、

や
む
を
得
な
い
流
れ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

地
域
に
と
っ
て
、
こ
の
流

れ
の
影
響
は
小
さ
く
な
い
。

ア
ル
プ
ス
電
気
の
よ
う
に
地

域
に
根
差
し
た
企
業
は
、
地

場
企
業
と
の
関
係
も
深
く
、

地
域
の
も
の
づ
く
り
産
業
を

中
心
で
支
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
企
業
が
地
域
で
の
活

動
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
、
行
政
の
重

要
な
役
割
の
一
つ
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
が

こ
の
地
域
で
研
究
開
発
や
生

産
を
行
う
こ
と
の
優
位
性
を

創
り
出
す
こ
と
が
必
要
だ
。

巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
安
価

な
労
働
力
を
有
す
る
海
外
に

対
し
、
宮
城
は
何
を
強
み
に

し
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う

か
。私

も
、
「
人
材
」
が
一
つ

の
鍵
に
な
る
と
感
じ
た
。
開

発
・
設
計
な
ど
に
強
み
を
持

つ
人
材
。
高
付
加
価
値
の
製

品
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
高
度
な
技
術
を
身
に
つ

け
た
人
材
。
将
来
の
も
の
づ

く
り
を
支
え
る
人
材
を
地
元

で
育
成
し
て
い
く
こ
と
。
こ

れ
こ
そ
が
、
宮
城
の
も
の
づ

く
り
産
業
が
継
続
的
に
発
展

す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
と

な
る
だ
ろ
う
。

県
内
製
造
業
の
技
術
革
新

を
支
え
る
中
核
的
な
人
材
が

安
定
的
に
確
保
さ
れ
る
地

域
。こ

の
よ
う
な
将
来
像
を
目

指
し
「
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
産
業
競
争
力
の

強
化
に
向
け
た
条
件
整
備
の

取
り
組
み
と
し
て
、
人
材
育

成
を
重
要
な
項
目
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
も

い
ま
だ
に
大
き
い
。
被
災
さ

れ
た
企
業
へ
の
復
興
支
援
も

大
切
だ
。
ふ
る
さ
と
の
人
々

が
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
整
え
る
と
と
も
に
、
そ
の

人
た
ち
を
、
強
み
を
持
っ
た

人
材
へ
育
て
上
げ
て
い
く
こ

と
、
こ
れ
が
企
業
の
国
際
的

な
競
争
力
向
上
の
基
礎
と
な

り
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

今
回
、
感
じ
た
こ
れ
ら
の

大
き
な
課
題
を
強
く
心
に
刻

み
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
生

か
し
た
い
。
（
宮
城
県
自
動

車
産
業
振
興
室
主
事
・
本
圖

雅
也
）

シリーズ「拝見 宮城の底力」は

本年度内に６回の掲載を予定してお

り、来年３月まで原則として各月第

１日曜日の河北新報に掲載します。

第２部は「対談」編で、宮城の各産

業の成長戦略を展望する予定です。

企画は河北新報社企画事業部、協力

は宮城県。

平成２５年( 年)１０月６日(日曜日) (１８)平 ２５年( 年)１０月６日(日曜日) (１８)

(C)河北新報社


